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はじめに

このプロダクトノートには、Oracle Corporationおよび富士通株式会社の SPARC
Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバー (Mシリーズサーバー)に関す
る重要な最新情報が記載されています。ここには、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、および、XCP 1112ファームウェアリリースに関連するド
キュメントが記載されています。

一部のサーバー名およびドキュメント名は、読みやすいように省略されていま
す。たとえば、M9000サーバーと記載されている場合、正式な製品名は SPARC
Enterprise M9000サーバーです。また、『XSCFリファレンスマニュアル』と記載さ
れている場合、正式なドキュメント名は『SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバXSCFリファレンスマニュアル』です。

このドキュメントに加えて、サーバーの概要ガイド、『SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバアドミニストレーションガイド』、およ
び『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバXSCFユーザーズガイ
ド』も最低限お読みになることをお勧めします。

このドキュメントの発行時点で、MシリーズサーバーはXCP 1111ファームウェアが
サポートまたはインストールされた状態で出荷されています。利用可能な最新
バージョンでないか、そのバージョンがすでにインストールされている可能性があ
ります。サーバーのファームウェアに適用されるプロダクトノート、および最新の
ファームウェアリリースに適用されるプロダクトノートを常に確認してください。

■ 7ページの「関連ドキュメント」
■ 9ページの「フィードバック」
■ 9ページの「Oracleサポートへのアクセス」

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

Sun Oracleソフトウェア関連マニュアル (Oracle
Solaris OSなど)

http://www.oracle.com/documentation
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ドキュメント リンク

Oracle Mシリーズサーバードキュメント http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/sparc-mseries-servers-252709.html

次の表は、Mシリーズの関連ドキュメントの一覧です。特に説明のないかぎり、す
べてオンラインのみです:

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバーの関連ドキュメント

『SPARC Enterprise M3000サーバはじめにお読みください』 (印刷ドキュメント)

『SPARC Enterprise M4000/M5000サーバはじめにお読みください』 (印刷ドキュメント)

『SPARC Enterprise M8000/M9000サーバはじめにお読みください』 (印刷ドキュメント)

『SPARC Enterprise M3000サーバー製品概要』

『SPARC Enterprise M4000/M5000サーバー製品概要』

『SPARC Enterprise M8000/M9000サーバー製品概要』

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバーの法律および安全性に関する重要情
報 (印刷ドキュメント)

SPARC Enterprise M3000サーバーの安全およびコンプライアンスに関するガイド

『SPARC Enterprise M4000/M5000 Servers Safety and Compliance Guide』

『SPARC Enterprise M8000/M9000 Servers Safety and Compliance Guide』

PCIボックスの安全およびコンプライアンスに関するガイド

SPARC Enterprise M4000サーバーの開梱ガイド (印刷ドキュメント)

SPARC Enterprise M5000サーバーの開梱ガイド (印刷ドキュメント)

SPARC Enterprise M8000/M9000サーバーの開梱ガイド (印刷ドキュメント)

『SPARC Enterprise M3000サーバインストレーションガイド』

『SPARC Enterprise M4000/M5000サーバインストレーションガイド』

『SPARC Enterprise M8000/M9000サーバインストレーションガイド』

『SPARC Enterprise M3000サーバーサービスマニュアル』

『SPARC Enterprise M4000/M5000サーバサービスマニュアル』

『SPARC Enterprise M8000/M9000サーバーサービスマニュアル』

PCIボックスの設置およびサービスに関するマニュアル

『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバアドミニストレーションガイド』

はじめに
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SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバーの関連ドキュメント

『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバXSCFユーザーズガイド』

『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバーXSCFリファレンスマニュアル』

『SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000サーバDynamic Reconfiguration (DR)ユーザーズガ
イド』

『Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000サーバキャパシティオンデマンド (COD)
ユーザーズガイド』

『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバープロダクトノート』 (XCP 1100版
以降)

『Sun SPARC Enterprise M3000サーバープロダクトノート』 (XCP 1100版以前)

『Sun SPARC Enterprise M4000/M5000サーバープロダクトノート』 (XCP 1100版以前)

『Sun SPARC Enterprise M8000/M9000サーバープロダクトノート』 (XCP 1100版以前)

『PCIボックスプロダクトノート』

『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバー用語集』

フィードバック
このドキュメントおよびその他のOracleドキュメントに関するご意見、ご要望がご
ざいましたら、次のWebサイトからお問い合わせください:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

コメントにはドキュメントのタイトルとパート番号を記載してください。このド
キュメントは次のとおりです:

『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバープロダクト
ノート』、パート番号 E35703-02。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通して電子サポートにアクセスできます。詳
細については、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&26;id=infoまたは
聴覚に障害をお持ちの場合は http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&26;id=trsを参照してください。

はじめに
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はじめに

このドキュメントでは、Mシリーズ (M3000/M4000/M5000/M8000/M9000)サーバーで
サポートされるXCP 1112ファームウェアリリースについて説明します。特に説明の
ないかぎり、このドキュメントの情報は、これらのすべてのサーバーに適用されま
す。

注 – XCP 1112ファームウェアは、すべてのMシリーズサーバーに必要です。15
ページの「XCP 1112版への必須アップグレード」を参照してください。

この章では、このファームウェアリリースの時点のファームウェア、ハード
ウェア、およびソフトウェアに適用される重要情報について説明します。その他の
セクションでは、ファームウェア、ソフトウェア、およびハードウェアの制限事項
について説明します。

注 – Oracleでは、XCP 1100などの通常のファームウェアリリースのプロダクトノート
だけでなく、XCP 1112などの一部の更新のプロダクトノートも公開していま
す。Oracleファームウェアのダウンロードサイトを常にチェックし、利用可能な最
新のファームウェアおよび関連するREADMEファイルを確認してください。

プロダクトノートの方が発行頻度が高いため、原則的にプロダクトノートの内容が
その他の製品ドキュメントの内容に優先します。ただし、内容に矛盾がある場合
は、それぞれのドキュメントのタイトルページにある発行日を比較してくださ
い。プロダクトノートを含む、印刷されたドキュメントよりもオンラインのマ
ニュアルページの方が頻繁に更新される場合があります。

1第 1 章
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ハードウェア、ファームウェア、およびソフトウェアの
互換性

注意 – SPARC64 VII+プロセッサなどのプロセッサを取り付ける前に、サーバーがその
プロセッサタイプの要件をすべて満たしていることを確認してください。このよう
な要件には、最低限必要なXCPファームウェア、Oracle Solaris OSバージョン、およ
び必要なすべてのパッチが含まれます。

Oracle SolarisおよびXCPに関する最新の情報については、次で確認できます:

http://myoraclesupport.com

XCPの互換性情報については、MOS記事 ID 1002631.1、Sun SPARC Enterprise
M3000、M4000、M5000、M8000、M9000 XSCF Control Package (XCP)ファームウェア
イメージソフトウェアバージョンマトリクスの情報を参照してください。このマト
リクスには、XCP構成およびダウンロードパッケージがリストされています。

Oracle Solarisの互換性情報については、MOS記事 ID 1145383.1、SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバーマトリクス (ハードウェア、ファーム
ウェア、およびソフトウェア)を参照してください。

Oracle Solarisパッチの入手
パッチ要件および特別なインストール手順については、必ずパッチのREADMEを参
照してください。各パッチの 2桁のサフィックスは、パッチの最小リビジョンレベ
ルを表しています。最新のパッチリビジョンについては、http://

myoraclesupport.comを参照してください。パッチは、記載されている順序で適用し
ます。

Oracle Connection Update Managerを使用して、必要に応じてパッチを再インストール
するか、または最新の必須パッチのセットでシステムを更新できます。Sun
Connection Update Managerの詳細については、次の Sun Update Connection Systemの
管理ガイドを参照してください:

http://docs.oracle.com/cd/E19107-01/

インストール情報とREADMEファイルは、パッチのダウンロードに含まれていま
す。

システムを登録し、Oracle Sun Connection Update Managerを使用して最新のOracle
Solaris OSパッチを入手するには、次の 2つの方法があります:

■ Update Manager GUIを使用してパッチを入手する。詳細については、前述のリン
クにある Sun Update Connectionのドキュメントを参照してください。

ハードウェア、ファームウェア、およびソフトウェアの互換性

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバー • 2012年 10月12
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■ smpatch(1M)コマンドを使用してパッチを入手する。詳細について
は、smpatch(1M)のマニュアルページ、またはご使用のバージョンの Solaris OSの
リファレンスマニュアル集を参照してください。

注意 – Oracle Solaris 10 11/06 OSを実行する SPARC Enterprise M4000/M5000サーバーの
場合、Sun Connection Update Managerを使用する前に、パッチ 123003-03および
124171-06をシステムにインストールする必要があります。これらのパッチ
は、http://myoraclesupport.comからダウンロードできます。Oracle Solaris 10 11/06
では SPARC64 VIIプロセッサはサポートされません。

Oracle Solarisパッチの入手

第 1章 • はじめに 13
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XCP 1112ファームウェアに関する情報

この章では、このリリースのXCPファームウェアの更新内容およびその他注意すべ
き変更について説明します。

注 –このリリースは、XCP 1100ファームウェアの更新です。XCP 1100リリースの詳
細は、『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバープロダクト
ノートXCP 1100版』を参照してください。

XCP 1112版への必須アップグレード
XCP 1112版には、Berkeley DataBaseの破損による障害または停止を防止する必要な
アップグレードが含まれます。詳細は、My Oracle Support (MOS)にログインし、ナ
レッジベースのMOS Doc ID 1458754.1を検索してください:

https://support.oracle.com

M8000/M9000サーバーのRAID対応 IOUAカードのXCPサ
ポート

XCP 1112版では、M8000/M9000サーバーのRAID対応 IOUAカードをサポートしま
す。(XCP 1111版は、M8000/M9000サーバーのRAID対応 IOUAカードをサポートす
る最初のXCPリリースでした。)システム表示では、RAID対応 IOUAカードを「タ
イプ 2」と識別します。

これらのカードの使用には、特定のOracle Solaris OSおよびパッチ要件がありま
す。詳細は、My Oracle Support (MOS)にログインし、ナレッジベースのMOS Doc ID
1401119.1を検索してください:

https://supporthtml.oracle.com

2第 2 章
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XCPのアップグレードおよびダウングレード

XCPの互換性
最新のXCPの互換性については、12ページの「ハードウェア、ファームウェア、お
よびソフトウェアの互換性」を参照してください。

このリリースへのアップグレード
ファームウェアのアップグレードについては、『SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバXSCFユーザーズガイド』を参照してくだ
さい。

注 – XCPファームウェアをアップグレードしたら、rebootxscf(8)コマンドを使用し
てXSCFをリセットします。

OpenBoot PROMファームウェアの更新
OpenBoot PROM (OBP)ファームウェアの更新をターゲットドメインで完了するに
は、更新の完了後できるだけ早くドメインを再起動します。

XCP 1050より前のバージョンからのアップグ
レード
サーバーでXCP 1050より古いファームウェアを実行している場合は、このXCPリ
リースに直接アップグレードすることはできません。最初に、中間バージョンであ
る 1050から 1070 (1050と 1070を含む)のXCPにアップグレードする必要がありま
す。以前のXCPリリースへのアクセスについては、Oracleの担当者にお問い合わせ
ください。

注 – adminという名前のアカウントがある場合は、XCP 1050以降に更新する前
に、deleteuser(8)コマンドを使用してそれらのアカウントを削除します。adminアカ
ウント名は、XCP 1050以降で予約されています。

XCPのアップグレードおよびダウングレード
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XCP 1082より前のバージョンからのM8000/M9000
サーバーのアップグレード
M8000/M9000サーバーでXCP 1082より古いファームウェアを実行している場合
は、アクティブXSCFから rebootxscf(8)コマンドを実行し、このXCPリリースを
アップグレードする前に、アクティブXSCFとスタンバイXSCFの両方をリセットし
ます。

特定タイプのXCPアップグレード後に必要となる
ドメイン再起動
XCP 1050と 1070の間 (1050と 1070を含む)のXCP版からの更新の間に動作中で
あったドメインで、動的再構成 (DR)を実行して SPARC64 VIIプロセッサを追加また
は交換する場合は、OpenBoot PROMファームウェアを更新する必要がありま
す。OpenBoot PROMファームウェアは、XCPを更新してドメインを再起動すると更
新されます。このため、SPARC64 VIIプロセッサを追加したか交換したかにかかわら
ず、ファームウェアを最新のXCPリリースに更新したあとは、すべてのドメインを
再起動します。

XCPファームウェアのダウングレード
XCPファームウェアを以前のリリースにダウングレードすると、最新のリリースで
提供される改善および修正点が削除され、依存関係の不一致によりシステム障害が
発生する可能性があります。ただし、XCPリリースのダウングレードが必要になる
場合は、あとで次のコマンドを実行し、以前の形式の監査ログを消去します:

XSCF> restoredefaults -c xscfu

XCPの機能の問題と制限事項
このセクションでは、XCPファームウェアの既知の問題について説明します。

注 –サービスプロセッサ (SP)を時間情報プロトコル (NTP)サーバーとして使用しない
でください。独立したNTPサーバーを使用することによって、SPとドメインで時間
の一貫性を保つ上で最適な信頼性を得られます。NTPの詳細は、次のサイトにある
システムクロックの制御および同期のためのNTPの使用に関する Sun Blueprintのド
キュメントを参照してください: https://wikis.oracle.com/
display/CommSuite/Messaging+Server+NFS+Guidelines+and+Requirements

XCPの機能の問題と制限事項
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表 2–1 XCPの機能の問題と制限事項

M3000
M4000
M500

M8000
M9000 説明

o o o adm、 admin、 apache、 bin、 daemon、 default、 ldap、 nobody、 ntp、
operator、 proxyuser、 root、 rpc、 rpcuser、および sshdのユーザーアカ
ウント名は、システム用に予約されているため使用できません。
23ページの「リモート初期ログイン」を参照してください。

o o o XSCFユーザーアカウントのユーザー名を LDAPユーザー名と同じ名前
にすることはできず、XSCFユーザーアカウント番号 (UID)を LDAP
UID番号と同じ番号にすることはできません。

o o o XSCFを使用し、XCPをインポートまたはファームウェアを更新する
場合、Webブラウザ上にWebセッション IDエラーが表示されること
があります。また、Autologout設定でタイムアウト時間を 30分超で指
定すると、内部サーバーエラーが表示されることがあります。XSCF
Webに再接続するには、現在のブラウザを閉じてから、新しいブラウ
ザを開きます。

o o o XSCF Webを使用する前に、ポップアップブロックを無効にして、ブ
ラウザにインストールされている検索ツールなどのプラグインを削除
してください。

o o o XSCF-LANは自動ネゴシエーションに準拠しています。XSCF-LANと
接続するネットワークデバイスは、自動ネゴシエーションモードに設
定してください。これを行わず、XSCF-LANとネットワークデバイス
(IEEE802.3の規約に従い全二重モードで固定)を接続した場
合、XSCF-LANは半二重モードで通信し、ネットワークの通信速度が
遅くなったり、通信エラーが発生したりすることがあります。

o o このXCPリリースの場合、XSCFブラウザユーザーインタフェース
(XSCF Web)は、PCIボックス管理機能をサポートしていません。

o o DRと ZFSファイルシステムの相互運用性の問題のた
め、M4000/M5000サーバーはUFSファイルシステムを使用してプレイ
ンストールされ出荷されます。28ページの「CR 6660168」を参照して
ください。

o o o XCP 1093リリースは、可観測性機能を有効にしたプロセッサグループ
でOracle Solaris 10 9/10を実行するドメインをサポートする最初のXCP
リリースでした。詳細は、Oracle Solaris 10 9/10 OSプロダクトノートを
参照してください。

XCPの機能の問題と制限事項
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XCPの既知の問題 (CR)と回避方法
このセクションでは、重要なCRおよび (利用できる場合は)推奨される回避方法につ
いて説明します。

表 2–2 XCPの問題と回避方法

CR ID M3000
M4000
M500

M8000
M9000 説明 回避方法

7009084 o o o setpasswordpolicy -rが 0に設定されてい
る場合、既存のXCSFユーザーはパス
ワードを変更できず、エラーメッセージ
password: Operation failed が表示されま
す。

コマンド setpasswordpolicy -r 0を実
行しないでください。

7018644 o o o ドメインまたはXSCFがリブートされるた
びに、ドメインでREPAIRED/RESOLVED
とマークされた障害がXSCFに再送信され
ます。XSCFが交換されていない場合、こ
れは問題ではなく、新たな障害も発生して
いません。ただし、M4000/M5000
サーバーのXSCFまたはM3000サーバーの
MBUが交換された場合は、解決された問
題に対して新たな障害が発生している可能
性があります。

XSCFまたはMBUの交換後に新たな障
害が発生した場合は、fmdump -V 出力で
solaris -u uid() をチェックし、障害
が本物かどうかを確認してください。

7025452 o o o 1つ以上のドメインでハードウェア関連の
障害が大量に発生し、影響を受けるドメイ
ンが頻繁にリブートすると、障害データが
累積して、システムメモリーリソースを使
いきり、サービスプロセッサのフェイル
オーバーが発生する可能性があります。

回避方法はありません。サービスプロ
セッサをリブートして回復してくださ
い。

7081753 o o o コロン (:)を含むパスワードで setldap -p

を実行すると、LDAP構成に問題が発生し
ます。

回避方法はありません。回復するに
は、restoreconfig(8)を実行して、最後
に動作していた LDAP構成を復元して
ください。

7087056 o o o setssh -c genhostkeyで XSCFホスト公開
鍵を再生成すると、XSCFコマンド行の実
行時に、接続されているその他のXSCF
ユーザーに「アクセス権が拒否されまし
た」のエラーが表示される場合がありま
す。

XSCFホストの鍵の生成後にXSCFのリ
ブートが必要です。

7115294 o o o Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードのエネ
ルギーストレージモジュール (ESM)の寿命
が正確にレポートされない場合がある
か、表示できません。寿命になった ESM
はレポートされないことがあります。

ありません。

XCPの既知の問題 (CR)と回避方法
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表 2–2 XCPの問題と回避方法 (続き)

CR ID M3000
M4000
M500

M8000
M9000 説明 回避方法

7145253 o o o XSCFUがOps Centerで監視されている場
合、サービスプロセッサがリセットされる
か、予期せずにフェイルオーバーすること
があります。

XSCFUを監視しているOps Centerを無
効にしてください。

XCPの既知の問題 (CR)と回避方法

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバー • 2012年 10月20



ソフトウェアに関する情報

この章では、このXCPファームウェアリリースに関連するOracle Solarisソフト
ウェアの問題と回避方法について説明します。

サーバーには、出荷時にOracle Solarisオペレーティングシステムと Java Enterprise
Systemソフトウェアがインストールされています。

ソフトウェアの互換性
最新のOracle Solarisの互換性については、12ページの「ハードウェア、ファーム
ウェア、およびソフトウェアの互換性」を参照してください。

Capacity on Demand (COD)
Capacity on Demand (COD)機能は、このリリースでは変更されていません。このセク
ションの情報は、これより前のXCPリリースから更新するユーザーのみを対象とし
ています。

XCP 1100ファームウェアリリースでは、CODアクティベーション履歴を表示または
転送できる showcodactivationhistory(8)コマンドのサポートが導入されました。

XCP 1101でのCODの変更
XCP 1101ファームウェアでは、Capacity on Demand (COD)機能の新リリースが導入
されました。『Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000サーバキャパシ
ティオンデマンド (COD)ユーザーズガイド』の最新版を参照してください。変更内
容は次のとおりです:

3第 3 章
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■ Oracleの E-DeliveryプロセスによってCOD鍵を取得するための、簡素化された新
しいプロセスのサポートが追加されています。CODデータベースの旧式の鍵
は、新しい形式の鍵が存在する場合でも、引き続き機能します。

注 –新しい形式の鍵は、1101より前のバージョンのXCPでは機能しません。

■ サーバーの各シャーシのホスト IDに割り当てられていないCOD鍵のサポートが
追加されています。ただし、CODアクティベーションパーミットを購入した場合
は、購入したパーミットの対象のサーバーでしか使用できません。

■ ヘッドルーム機能のサポートは終了しました。ヘッドルームで動作しているCOD
プロセッサがある場合は、違反しているのと同数のCODプロセッサをドメイン
からアンインストールするか、購入しないまま使用しているCODリソース用
に、CODハードウェアアクティベーションオプションを購入してインストールし
ます。次に、setcod 0を実行してヘッドルームを 0に設定し、ドメインの電源を
切断してから投入し、許可されたCODリソースのみがインストールされている
ことを確認します。

XCP 1102でのCODの変更

CODヘッドルーム
XCP 1101ファームウェアでのOracle Mシリーズサーバーのヘッドルーム機能のサ
ポートは終了しました。XCP 1102ファームウェア以降は、0以外のヘッドルーム値
はCOD違反になります。ヘッドルームで動作しているCODプロセッサがある場合
は、違反しているのと同数のCODプロセッサをドメインからアンインストールする
か、購入しないまま使用しているCODリソース用に、CODハードウェアアク
ティベーションオプションを購入してインストールします。次に、setcod 0を実行
してヘッドルームを 0に設定し、ドメインの電源を切断してから投入し、許可され
たCODリソースのみがインストールされていることを確認します。

COD警告および違反に関するメッセージ
XCP 1102ファームウェア以降は、サーバーのアップグレード時にCODヘッドルーム
値が 0より大きいと、CODソフトウェアにより自動的に 0にリセットされ、その旨
の警告メッセージがモニターログに記録されます (showlogs(8)で表示可能)。ただ
し、XSCFを初期化するたびに、警告が再度表示されます。以降の警告を回避するに
は、setcod 0を実行してヘッドルームを 0に固定します。また、電源投入されたドメ
インでCODプロセッサを使用するために、サーバーがヘッドルームを使用している
場合は、COD違反が記録され、showcod(8)に VIOLATIONステータスが表示されま
す。警告および違反のメッセージを停止するには、前述のCODヘッドルームで説明
されている手順を実行します。

Capacity on Demand (COD)
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Sun Flash Accelerator F20 PCIeカード
XCP 1102ファームウェアでは、CR 6999483の修正が導入され、Sun Flash Accelerator
F20 PCIeカードのアラームのしきい値が 2年から 3年に変更されていま
す。M4000/M5000またはM8000/M9000サーバーに F20カードがあり、古い
バージョンのXCPファームウェアを実行している場合は、サーバーを最新の
ファームウェアリリース (XCP 1102ファームウェア以上)にできるだけ早く更新して
ください。

リモート初期ログイン
標準的なデフォルトのログインのほかに、Mシリーズサーバーでは、adminと呼ばれ
る一時的なログインが可能な状態で出荷されており、シリアルポートを介したリ
モート初期ログインが可能です。adminユーザー権限は useradm限定であり、変更は
できません。標準のUNIXユーザー名/パスワード認証または SSH公開鍵認証を使用
して一時 adminとしてログインすることはできません。一時 adminアカウントにパス
ワードはなく、またパスワードをこのアカウント用に追加することもできません。

デフォルトのユーザーまたは一時 adminとしてログインしたユーザーが、有効なパス
ワードと権限を持つ最初のユーザーを正常に追加すると、一時 adminアカウントは無
効になります。

また、adm、 admin、 apache、 bin、 daemon、 default、 ldap、 nobody、 ntp、
operator、 proxyuser、 root、 rpc、 rpcuser、および sshdのユーザーアカウント名
は、システム用に予約されているため使用できません。

障害管理
障害管理ソフトウェアは、SPARC64 VII+プロセッサと SPARC64 VIIプロセッサを区
別しません。たとえば、どちらのプロセッサでも、ereport (エラーレポート)/fault (障
害)イベント文字列では SPARC64 VIIと表示されます:

fault.chassis.SPARC-Enterprise.cpu.SPARC64-VII.core.ce

ただし、障害の FRUフィールドには正しいパート番号が含まれるため、プロセッサ
タイプを識別できます。例:

XSCF> fmdump -v

Nov 19 00:58:18.6244 1147afbe-d006-4d46-8cf2-d9b6e5a893dc SCF-8007-AR

100% fault.chassis.SPARC-Enterprise.cpu.SPARC64-VII.way.ce

Problem in: hc:///chassis=0/cmu=1/cpu=0

Affects: hc:///chassis=0/cmu=1/cpu=0

FRU: hc://:product-id=SPARC Enterprise M8000:chassis-id= \e

障害管理
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2030638006:server-id=aaa-dc1-3-sf0:serial=PP1032026V:part=CA06620-D061 B1 \e

371-4929-02:revision=0a01/component=/CMU#1/CPUM#0

Location: /CMU#1/CPUM#0

システム内の縮退メモリーの識別

▼ システム内の縮退メモリーを識別する
XSCFにログインします。

次のコマンドを入力します:
XSCF> showstatus

次の例では、マザーボードユニット上のDIMM番号 0Aに縮退メモリーがあることが
わかります

XSCF> showstatus

MBU_A Status: Normal;

MEM#0A Status:Degraded

Sun Java Enterprise System
Sun Java Enterprise Systemソフトウェアは、ソフトウェア投資を最大限に活用するソ
フトウェアサービスとライフサイクルサービスの包括的なセットです。これに
は、ご使用のサーバーに必須のパッチが含まれていない場合があります。

注 – Java Enterprise System 5 Update 1をシステムにインストールすることによって発生
する問題のために、Web Console SMFサービスを有効にする必要が生じる場合があり
ます。

Web Console SMFサービスの有効化

▼ Web Console SMFサービスを有効にする
端末に rootとしてログインし、サービスを有効にします。
# svcadm enable svc:/system/webconsole:console

ソフトウェアの再読み込みが必要になった場合のダウンロードおよびインストール
方法については、次のWebサイトにアクセスしてください:

1

2

●

システム内の縮退メモリーの識別
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http://myoraclesupport.com

ソフトウェアの最新コピーをダウンロードした場合は、使用しているサーバーに必
要なパッチがそのソフトウェアに含まれていないことがあります。ソフトウェアの
インストール後、必須パッチがすべてインストールされていることを確認し、イン
ストールされていない場合はインストールします。

ソフトウェア機能の問題と制限事項
このセクションでは、このリリースのソフトウェア機能の問題と制限事項について
説明します。

表 3–1 ソフトウェア機能の問題と制限事項

M3000 M4000 M5000 M8000 M9000 問題

o o o リモートキャビネットインタフェース (RCI)機能は、Oracle Mシリーズサーバーで
はサポートされていません。

o o M4000/M5000/M8000/M9000サーバーで、バックアップXSCFとの間のXSCFの
フェイルオーバー後にDR操作ができない場合があります。このまれなケース
は、以前はCR 6588650として指定されていました。回避方法はありません。

o o o setsnmp(8)コマンドおよび showsnmp(8)コマンドが、許可の失敗をユーザーに通知し
ません。このような障害が発生した場合、SNMPトラップホストが動作しているこ
とを確認し、正しいユーザー名を使用してコマンドを再実行してください。

o 消費電力を表示する次の機能は、M4000/M5000サーバーではサポートされていませ
ん。表示される値はすべて無効です:
■ showenvironment(8)コマンドの powerオペランド。
■ XSCF Web。

o o o settimezone -c adddst コマンドで、タイムゾーンの短縮形およびサマータイムの名
前に 8文字以上を設定した場合、showlogsコマンドを実行すると、セグメン
テーションの障害が発生し、エラーになります。[CR 6789066]。

回避方法:タイムゾーンの短縮形およびサマータイムの名前は、7文字以下で指定し
ます。

o M3000サーバーは PCIボックスをサポートしていません。

o o o オンボード SAS/LSIコントローラを使用するハードウェアRAIDボリュームの作成に
raidctl(1M)コマンドを使用できるのは、SPARC64 VII+ (2.86 GHz)プロセッサ搭載の
M3000サーバーのみです。

すべてのMシリーズサーバーで、raidctl(1M)コマンドを使用したディスク/コント
ローラのステータス表示がサポートされており、システムに取り付けられている任
意の PCIホストバスアダプタ (HBA)での使用がサポートされています。

RAID作成の制限事項は、以前はCR 6723202として指定されていました。回避方法
はありません。

ソフトウェア機能の問題と制限事項

第 3章 • ソフトウェアに関する情報 25

http://myoraclesupport.com


Oracle Solaris OSに関する問題 (CR)と回避方法
このセクションでは、発行時点で判明しているOracle Solaris OSに関する問題につい
て説明します。次の表に、Oracle Solaris OSで発生する可能性のある問題を示します
(一部、使用リリースによって異なります)。

サポートされているすべてのOracle Solarisリ
リースに関する既知の問題
表 3–2に、任意のOracle Solarisリリースで発生する可能性のあるOracle Solaris OSの
問題を示します。ドメインが最新のOracle Solarisリリースを実行していない場合
は、使用中のリリースよりも新しいリリースで修正されているCR (以降の各表を参
照)にも留意してください。

表 3–2 Oracle Solarisの既知の問題と回避方法

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

4816837 o o 中断状態で SP DRのパラレルホットプ
ラグ操作を実行したときに、システム
がハングアップします。

回避方法はありません。

6459540 o o M4000/M5000/M8000/M9000
サーバーに接続されたDAT72内蔵
テープドライブが、テープの処理中に
タイムアウトすることがあります。

また、デバイスがシステムにQICドラ
イブとして識別されることもありま
す。

次の定義を /kernel/drv/st.confsに追
加してください:

tape-config-list= "SEAGATE
DAT DAT72-000",
"SEAGATE_DAT DAT72-000",
"SEAGATE_DAT DAT72-000";
SEAGATE_DAT DAT72-000=1,0x34,0,0x9639,

4,0x00,0x8c,0x8c 0x8c,3;

SEAGATE DATとDAT72-000の間には半
角スペースが 4つ必要です。

6522017 o o Oracle ZFSファイルシステムを使用し
ているドメインは、DRを使用できま
せん。

ZFS ARCの最大サイズを小さくしてく
ださい。詳細については、認定保守担
当者にお問い合わせください。

6531036 o o o boot netによるインストール後に、エ
ラーメッセージ network

initialization failedが繰り返し表示
されます。

回避方法はありません。
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表 3–2 Oracle Solarisの既知の問題と回避方法 (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6532215 o o o ドメインのブート時に volfsや dscp

サービスが失敗することがあります。
サービスを再起動してください。この
問題を回避するには、次のコマンドを
実行してください。

# svccfg -s dscp setprop \

start/timeout_seconds=count: 300

# svccfg -s volfs setprop

\start/timeout_seconds=count: 300

# svcadm refresh dscp

# svcadm refresh volfs

6588650 o o M4000/M5000/M8000/M9000
サーバーで、バックアップXSCFとの
間のXSCFのフェイルオーバー後にDR
操作ができない場合があります。

回避方法はありません。

6589644 o addboard(8)コマンドでシステムボード
が追加されたあと、M8000/M9000
サーバー上でXSCFの切り替えが発生
したときに、コンソールが使用できな
くなります。

CTRL-qを押して回復します。

6592302 o o DR操作が失敗すると、メモリーが一
部未構成のままになります。

addboard -dコマンドを使用してボード
をドメインに戻すことによって、回復
できる場合があります。それ以外の場
合は、deleteboard(8)を再実行してくだ
さい。

6611966 o o deleteboard(8)および moveboard(8)操
作が失敗することがあります。ドメイ
ンのメッセージの例:

drmach: WARNING: Device driver

failure: /pci dcs: <xxxx>

config_change_state:

ハードウェア固有の障害:

unconfigure SB1: Device driver

failure: /pci

DR操作を再実行してください。

6660168 o o o 28ページの「CR 6660168」を参照して
ください。説明が長くなるため、この
表には記載していません。
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表 3–2 Oracle Solarisの既知の問題と回避方法 (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6674266 o o このCRはCR 6611966と重複していま
す。

6745410 o o o システムをブートしないようにする
Kadbオプションが、ブートプログラム
で無視されます。

ありません。

7009469 o raidctl(1M)コマンドを使用してRAID
構成を作成すると、最初のプロセスで
警告メッセージが生成されます。その
後のRAID構成では、生成されませ
ん。

ありません。

7135497 o RAID対応 IOUAカードを搭載
し、Oracle Solaris 11を実行しているシ
ステムで、raidctl -dを使用して
RAIDボリュームを削除する
と、formatユーティリティーでディス
クが表示されません。

cfgadm(1M): cfgadm -c unconfigure cn
を実行します (ここでは、cnはコント
ローラ番号です)。

CR 6660168
ドメイン上で ubc.piowbeue-cpuエラーが発生すると、Oracle Solaris Fault Management
cpumem-diagnosisモジュールが失敗し、FMAサービスが中断することがありま
す。これが発生すると、コンソールログに次の例のように出力されます:

SUNW-MSG-ID: FMD-8000-2K, TYPE: Defect, VER: 1, SEVERITY: Minor

EVENT-TIME: Fri Apr 4 21:41:57 PDT 2008

PLATFORM: SUNW,SPARC-Enterprise, CSN: 2020642002,

HOSTNAME: <hostname>

SOURCE: fmd-self-diagnosis, REV: 1.0

EVENT-ID: 6b2e15d7-aa65-6bcc-bcb1-cb03a7dd77e3

DESC: A Oracle Solaris Fault Manager component has experienced

an error that required the module to be disabled. Refer to

http://sun.com/msg/FMD-8000-2K for more information.

AUTO-RESPONSE: The module has been disabled. Events

destined for the module will be saved for manual diagnosis.

IMPACT: Automated diagnosis and response for subsequent events

associated with this module will not occur.

REC-ACTION: Use fmdump -v -u <EVENT-ID> to locate the module. Use

fmadm reset <module> to reset the module.

回避方法: fmdサービスが停止した場合は、回復させるために、ドメイン上で次のコ
マンドを実行してください:

# svcadm clear fmd

その後、cpumem-diagnosisを再起動します:
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# fmadm restart cpumem-diagnosis

Oracle Solaris 10 8/11で修正された問題
表 3–3に、Oracle Solaris 10 8/11 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。

表 3–3 Oracle Solaris 10 8/11で修正された問題

CR ID M3000
M4000
M500

M8000
M9000 説明 回避方法

6794630 o o o 2TBよりも大きいドメインにGUIを使
用してOracle Solarisをインストールし
ようとすると、失敗する場合がありま
す。

コマンド行インタフェースを使用して
Oracle Solaris OSをインストールしてく
ださい。

Oracle Solaris 10 9/10で修正された問題
表 3–3に、Oracle Solaris 10 9/10 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。

表 3–4 Oracle Solaris 10 9/10で修正された問題

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6888928 o o o プローブパケットが IPMPインタ
フェースを通じて送信されていないた
め、IPMPインタフェースが失敗しま
す。問題が発生するの
は、M3000/M4000/M5000/M8000/M9000
です。Oracle Solaris 10 10/09 OSおよび
IPMPを実行しているサーバー、また
はパッチ 141444-09がインストールさ
れ、IPMPを実行しているOracle Solaris
リリースで確認されています。

プローブベースの障害検出を無効にし
ます。Solaris 10オペレーティングシス
テム (OS)を使用した IPMPリンク
ベースのみの障害検出に関するド
キュメント (Doc ID 1008064.1)を参照し
てください

6668237 o o o DIMMを交換しても、該当するDIMM
の故障がドメインから消去されませ
ん。

コマンド fmadm repair fmri|uuidを使用
して修復を記録します。次に、fmadm

rotateコマンドを使用して残りのイベ
ントを消去します。

6872501 o o o XSCFによってリクエストされた場
合、コアがオフラインになりませ
ん。このCRの対象となるのは、Oracle
Solaris 10 5/09リリースおよびOracle
Solaris 10 10/09リリースのみです。

サービスプロセッサ上で、-vオプ
ションを指定して fmdump(1M)を使用
し、障害のあるコアを識別します。識
別したあと、ドメインで psradm(8)を使
用してコアをオフラインにします。
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Oracle Solaris 10 10/09で修正された問題
表 3–5に、Oracle Solaris 10 10/09 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。

表 3–5 Oracle Solaris 10 10/09で修正された問題

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6572827 o o o prtdiag -vコマンドで PCIバスのタイ
プが間違って報告されます。PCI-X
リーフデバイスが「PCI」、レガシー
PCIデバイスが「UNKN」と報告され
ます。

回避方法はありません。

6724307 o スケジューラの決定が不均衡になる場
合があります。

あるコア上に 2つのスレッド (両方とも
ほぼ半分の速度で動作します)が存在
し、同時に別のコアがアイドルに
なっていることがあります。多くの
OpenMPおよび類似のパラレルアプリ
ケーションでは、アプリケーションの
パフォーマンスが、もっとも遅いス
レッドの速度に制限されます。

不均衡なスケジューリングは一般的で
はありません (50の決定に 1つまたは
100の決定に 1つ程度になると考えら
れます)。ただし、128のスレッドが動
作している場合、アプリケーションに
は不均衡なスケジュールイベントが 1
つ以上存在する可能性があります。

プロセッサセットを使用して、コア割
り当てに対する不均衡なスレッドを防
止してください。

6800734 o o ドメインで deleteboardがハング
アップします

回避方法はありません。

6816913 o o XSCFの showdevices(8)コマンドで、端
数のプロセッサキャッシュサイズに対
して間違ったプロセッサキャッシュサ
イズが表示されます (たとえば、正し
い表示が「5.5MB」である場合
に、「5MB」と表示されます)。

ドメインでOracle Solarisコマンドの
prtdiag(1M)を使用して、プロセッサ情
報を報告させてください。
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表 3–5 Oracle Solaris 10 10/09で修正された問題 (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6821108 o o DRおよび showdevices(8)が、XSCFの
リブート後に動作しません。

XSCFサービスプロセッサを 2回リ
ブートします。最初に SA (セキュリ
ティーアソシエーション)の半数、2回
目で残りの半数が削除され、2回目の追
加が成功して、IPSec通信が再確立され
ます。

6827340 o o o SCFコマンドのエラーによって、DRお
よびメモリー巡回に失敗することがあ
ります。

回避方法はありません。

Oracle Solaris 10 5/09で修正された問題
表 3–6に、Oracle Solaris 10 5/09 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。

表 3–6 Oracle Solaris 10 5/09で修正された問題

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6588555 o o 永続メモリーでDR操作中にXSCFをリ
セットすると、ドメインがパニックす
ることがあります。

DR操作の進行中は、XSCFリセットを
起動しないでください。DR操作が完了
するのを待ってから、リセットを開始
します。

6623226 o o o Oracle Solarisコマンドの lockstat(1M)
や dtrace lockstatプロバイダで、シ
ステムパニックが発生することがあり
ます。

Oracle Solaris lockstat(1M)コマンドま
たは dtrace lockstatプロバイダを使用
しないでください。

6680733 o o o 負荷が高い状況で、Sun Quad-port
Gigabit Ethernet Adapter UTP (QGC)およ
び Sun Dual 10 GigE Fiber XFP Low Profile
Adapter (XGF) NICがパニックすること
があります。

可能な場合は、カードを x8スロットで
使用します。それ以外は、回避方法は
ありません。
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表 3–6 Oracle Solaris 10 5/09で修正された問題 (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6689757 o o o 単一のXFP光トランシーバまたは正し
く取り付けられていないXFP光トラン
シーバで Sun Dual 10 GigE Fiber XFP Low
Profileアダプタ (XGF)を使用する
と、次のエラーがコンソールに表示さ
れることがあります:

The XFP optical transceiver is broken

or missing.

両方のXFP光トランシーバがハウジン
グにしっかりと装着されていることを
確認してください。

INTELと SunのXFP光トランシーバを
同じアダプタに混在させないでくださ
い。

ポートにXFP光トランシーバが含まれ
ていない場合、またはポートにXFP光
トランシーバが含まれていても未使用
の場合は、Oracle Solarisコマンド
ifconfig(1M)でポートを plumbしない
でください。

6725885 o XCPコマンド cfgadm(8)で、存在しな
いM3000システムボードが表示されま
す (SB1 - SB15)。

cfgadm出力の SB1 - SB15は無視できま
す。

Oracle Solaris 10 10/08で修正された問題
表 3–7に、Oracle Solaris 10 10/08 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。

表 3–7 Oracle Solaris 10 10/08で修正された問題 (シート 1/4)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6511374 o o エラーが多すぎてメモリーバンクが無
効になった場合は、ブート中にメモ
リー変換の警告メッセージが表示され
ることがあります。

システムのリブート後に、fmadm repair

コマンドを使用して、次回ブート時に
問題が再現しないようにできます。

6533686 o o XSCFでシステムリソースが不足して
いる場合、永続メモリーを再配置する
DR deleteboardまたはmoveboard操作
が、次に示す 1つ以上のエラーで失敗
することがあります:

SCF busy

DR parallel copy timeout

これが適用されるのは、マルチドメイ
ンをホストしているQuad-XSB構成の
システムボードだけです。

あとで、DR操作を再実行してくださ
い。
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表 3–7 Oracle Solaris 10 10/08で修正された問題 (シート 1/4) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6535018 o SPARC64 VIIプロセッサを搭載した
Oracle Solarisドメインでは、スレッド
数を 256超の値に増やしても、Oracle
Solarisカーネルを大量に使用する
ワークロードが期待どおりにスケール
しないことがあります。

SPARC64 VIIプロセッサを搭載した
Oracle Solarisドメインでは、ドメインを
最大 256スレッドに制限してくださ
い。

6556742 o o o DR時にDiskSuiteがmetadbを読めない
場合、システムがパニックします。こ
のバグの影響を受けるカードは次のと
おりです:
■ SG-XPCIE2FC-QF4 (4-Gigabit PCI-e

Dual-Port Fiber Channel HBA)
■ SG-XPCIE1FC-QF4 (4-Gigabit PCI-e

Single-Port Fiber Channel HBA)
■ SG-XPCI2FC-QF4 (4-Gigabit PCI-X

Dual-Port Fiber Channel HBA)
■ SG-XPCI1FC-QF4 (4-Gigabit PCI-X

Single-Port Fiber Channel HBA)

metadbの複製コピーに別のホストバス
アダプタを介してアクセス可能であれ
ば、パニックは回避できます。

6589833 o o Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb
Dual-Port Fiber Channel PCI-E HBA
カード (SG-XPCIE2FC-QF4)に接続され
たストレージデバイスに SAPプロセス
がアクセスしようとしているとき
に、このカードを追加しようとする
と、DR addboardコマンドによりシス
テムがハングアップする場合がありま
す。ネットワークトラフィックが多い
状況で次のカードを使用している
と、システムがハングアップする危険
が大きくなります:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10 Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

回避方法はありません。

6608404 o o X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit
Ethernet Adapter UTP)カードをホット
プラグ操作でスロット 1に取り付ける
と、ほかのネットワークデバイスに障
害が発生する場合があります。

この障害を回避するには、このカード
をスロット 1に取り付けないでくださ
い。
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表 3–7 Oracle Solaris 10 10/08で修正された問題 (シート 1/4) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6614737 o o 次のいずれかの状況が存在する場
合、DR deleteboard(8)および
moveboard(8)操作がハングアップする
ことがあります:
■ DIMMが縮退している。
■ ドメインに含まれる各システム
ボードのメモリーサイズがそれぞ
れ異なっている。

次のいずれかの状況が存在する場
合、DR操作を実行しないでください:
■ 縮退メモリー –システムに縮退メモ
リーが含まれているかどうかを確認
するには、XSCFコマンド
showstatus(8)を使用します。

■ 異なるメモリーサイズ –ドメインに
含まれる各システムボードのメモ
リーサイズがそれぞれ異なっている
かどうかを確認するには、XSCFコ
マンド showdevices(8)またはドメイ
ンでOracle Solarisコマンド
prtdiag(1M)を使用してメモリーサ
イズのリストを表示します。
DRコマンドがハングアップした場
合は、回復させるためにドメインを
リブートしてください。

6619224 o SPARC64 VIIプロセッサを搭載した
Oracle Solarisドメインでは、256ス
レッド以上のシングルドメインが、一
定の異常状態で長期間にわたってハン
グアップすることがあります。回復時
に、uptimeコマンドは極端に高い負荷
平均を示します。

SPARC64 VIIプロセッサを搭載した
Oracle Solarisドメインでは、シングル
Oracle Solarisドメインで 256の仮想プロ
セッサのドメインサイズを超過しない
でください。つまり、シングルドメイ
ン構成で最大 32 CPUになります
(M8000サーバーの最大構成)。

6632549 o o ドメインでの fmd serviceが、DR操作
後に保守モードの開始に失敗すること
があります。

ドメインで次のコマンドを実行します:

# svcadm clear fmd

6660197 o o 次のいずれかの状況が存在する場
合、DRによってドメインがハング
アップすることがあります:
■ ドメインに 256以上のCPUが含ま
れている。

■ メモリーエラーが発生し、DIMM
が縮退している。

1. 次のパラメータをシステム仕様
ファイル (/etc/system)に設定しま
す: set drmach:drmach_disable_mcopy=1

2. ドメインをリブートします。
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表 3–7 Oracle Solaris 10 10/08で修正された問題 (シート 1/4) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6679370 o o システムのブート中、ホットプラグを
使用した PCIボックスの追加中、また
はDRによる FMEMAの操作中に、次
のメッセージがコンソールに出力され
ることがあります:

SUNW-MSG-ID: SUN4-8000-75, TYPE:

Fault, VER: 1, SEVERITY: Critical ...

DESC:

A problem was detected in the

PCIExpress subsystem.

/etc/systemファイルに次を追加し、ド
メインをリブートしてください。

set pcie_expected_ce_mask = 0x2001

6720261 o o o ドメインでOracle Solaris 10 5/08 OSを実
行している場合、通常の操作中に、シ
ステムがパニックまたはトラップする
ことがあります。

次のパラメータをシステム仕様ファイ
ル (/etc/system)に設定します:

set heaplp_use_stlb=0

その後、ドメインをリブートしてくだ
さい。

6737039 o M3000サーバーのWANブート
が、ブートプロセスの初期段階でのパ
ニックにより断続的に失敗します。出
力例:

ERROR: Last Trap: Fast Data Access

MMU Miss %TL:1 %TT:68 %TPC:13aacc

%TnPC:13aad0 %TSTATE:1605 %PSTATE:16

(IE:1 PRIV:1 PEF:1) DSFSR:4280804b (

FV:1 OW:1 PR:1 E:1 TM:1 ASI:80 NC:1

BERR:1 ) DSFAR:fda6f000

DSFPAR:401020827000 D-

TAG:6365206f66206000

シャーシの電源を切断して投入し、操
作を再実行してください。

Oracle Solaris 10 5/08で修正された問題
表 3–8に、Oracle Solaris 10 5/08 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。
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表 3–8 Oracle Solaris 10 5/08で修正された問題 (シート 1/5)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

5076574 o 大規模なM8000/M9000ドメインで
は、PCIeエラーが発生すると障害診断
が無効になるおそれがあります。

次の行を含むファイル
/etc/fm/fmd/fmd.confを作成してくだ
さい:

setprop client.buflim 40msetprop

client.memlim 40m

6348554 o o 次のカードで cfgadm -c disconnectコ
マンドを使用すると、コマンドがハン
グアップする場合があります:
■ SG-XPCIE2FC-QF – Sun StorageTek

Enterprise Class 4-Gigabit Dual-Port
Fiber Channel PCI-E HBA

■ SG-XPCIE1FC-QF4 – Sun StorageTek
Enterprise Class 4-Gigabit Single-Port
Fiber Channel PCI-E HBA

■ SG-XPCI2FC-QF4 – Sun StorageTek
Enterprise Class 4-Gigabit Dual-Port
Fiber Channel PCI-X HBA

■ SG-XPCI1FC-QF4 – Sun StorageTek
Enterprise Class 4-Gigabit Single-Port
Fiber Channel PCI-X HBA

影響のあるカードでは、cfgadm -c

disconnect操作を実行しないでくださ
い。

6402328 o 1つのドメイン内で 6つを超える IOUA
カード (基本 I/Oカード)を使用する
と、I/O負荷が高いときにパニックが
発生することがあります。

1つのドメイン内の IOUAの数は、最大
で 6つまでに制限してください。

6472153 o o M4000/M5000/M8000/M9000
サーバー以外の sun4uサーバー上に
Oracle Solarisフラッシュアーカイブを
作成し、これらのサーバーのいずれか
にインストールすると、コンソールの
TTYフラグが正しく設定されませ
ん。このため、負荷がかかっていると
きにコンソールに文字が表示されなく
なる場合があります。

Oracle Solarisフラッシュアーカイブから
Oracle Solaris OSをインストールした直
後に、M4000/M5000/M8000/M9000
サーバーに telnetで入り、コンソールの
TTYフラグを次のようにリセットしま
す。

# sttydefs -r console

# sttydefs -a console -i "9600 hupcl

opost onlcr crtscts" -f "9600"

この作業は 1回のみ必要です。
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表 3–8 Oracle Solaris 10 5/08で修正された問題 (シート 1/5) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6505921 o システム PCIeバスコントローラの修正
可能なエラーによって、無効な障害が
発生します。

次の行を含むファイル
/etc/fm/fmd/fmd.confを作成してくだ
さい:

setprop client.buflim 40m

setprop client.memlim 40m

6522433 o o リブート後のCPU障害に
よって、fmdumpが正しいマザーボード
を識別できないことがあります。

XSCFのシステムステータスを確認して
ください。

6527811 o o XSCF上で showhardconf(8)コマンドを
使用すると、PCIホットプラグを使用
して PCIボックスが構成されていて
も、PCIボックスにインストールされ
ている PCIカード情報を表示すること
ができません。

回避方法はありません。PCIボックス内
の各 PCIカードが PCIホットプラグを
使用して構成されていれば、PCIカード
情報は正しく表示されます。

6536564 o o showlogs(8)および showstatus(8)コマ
ンドが、別の I/Oコンポーネントを報
告することがあります。

この問題を回避するには、ドメインで
次のコマンドを実行してください。

# cd

/usr/platform/SUNW,SPARCEnterprise

/lib/fm/topo/plugins

# mv ioboard.so ioboard.so.orig

# svcadm restart fmd

次のメッセージが表示された場合
は、当社技術員までご連絡ください:

SUNW-MSG-ID: SUNOS-8000-1L, TYPE:

Defect, VER: 1, SEVERITY: Minor,

EVENT-TIME: Sun May 6 18:22:24 PDT

2007 PLATFORM: SUNW,SPARC-Enterprise,

CSN: BE80601007, HOSTNAME: sparc

6545143 o o ユーザースタックアドレスのTLBミス
のトラップ処理中にシステムパニック
がまれに発生することがあります。こ
の問題は、フラッシュウィンドウト
ラップ (ta 3)を実行するユーザープロ
セスと同時に、ユーザースタックの対
応付けが解除される場合に発生する可
能性があります。パニックメッセージ
には、次の文字列が含まれています:

bad kernel MMU trap at TL 2

回避方法はありません。
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表 3–8 Oracle Solaris 10 5/08で修正された問題 (シート 1/5) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6545685 o o 電源投入時自己診断 (POST)で修正可
能なメモリーエラー (CE)が検出された
場合、ドメインは誤って 4つまたは 8
つのDIMMに縮退することがありま
す。

/etc/systemで次のように設定し、使用
されるメモリー巡回タイムアウト値を
増やしてから、システムをリブートし
ます:

set mc-opl:mc_max_rewrite_loop =20000

6546188 o o 次のカード上でホットプラグ (cfgadm)
およびDR操作 (addboardおよび
deleteboard)を実行すると、システム
がパニックします:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10 Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

回避方法はありません。

6551356 o o 以前に未構成だったカードを構成する
ためにホットプラグ (cfgadm)を実行す
ると、システムがパニックします。シ
ステムがパニックする直前に、「警
告: PCI 拡張 ROM にアクセスできませ
ん」というメッセージがコンソール上
に表示されます。次のカードがこのバ
グの影響を受けます:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10 Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

カードを完全に取り外すには、cfgadm

-cを使用します。10秒以上待ってか
ら、cfgadm -c configure コマンドを使
用してカードの構成をドメインに戻す
ことができます。

6559504 o o 次のカードを使用すると、nxge:

NOTICE: nxge_ipp_eccue_valid_check:

rd_ptr = nnn wr_ptr = nnn という形式
のメッセージがコンソールに表示され
ます:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10 Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

これらのメッセージは無視して差し支
えありません。
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表 3–8 Oracle Solaris 10 5/08で修正された問題 (シート 1/5) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6563785 o o 次のカードでホットプラグ操作を行
なった場合、カードを切断してその直
後に再接続すると、ホットプラグ操作
が失敗することがあります:
■ SX-PCIE2SCSIU320Z – Sun

StorageTek PCI-E Dual-Port Ultra320
SCSI HBA

■ SGXPCI2SCSILM320-Z – Sun
StorageTek PCI Dual-Port Ultra 320
SCSI HBA

カードを切断したあと、数秒待ってか
ら再接続してください。

6564934 o o 次のネットワークカードを使用してい
るときに永続メモリーを搭載した
ボードに対してDR deleteboard操作を
実行すると、接続が切れます:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10 Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

DR操作が完了してから、影響を受けた
ネットワークインタフェースを再構成
してください。基本的なネットワーク
構成手順の詳細は、ifconfigのマ
ニュアルページを参照してください。

6568417 o o CPU DR deleteboard操作が正常に終了
したあと、次のネットワークインタ
フェースが使用されていると、システ
ムがパニックします:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10-Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

/etc/systemに次の行を追加し、システ
ムをリブートしてください:

set ip:ip_soft_rings_cnt=0

6571370 o o 実験室条件で負荷テストを実行した結
果、次のカードでデータ破壊が発生し
ました:
■ X4447A-Z (PCI-e Quad-port Gigabit

Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z1 (PCI-e Dual 10-Gigabit

Ethernet Fiber XFP Low profile
Adapter)

/etc/systemに次の行を追加し、システ
ムをリブートしてください:

set nxge:nxge_rx_threshold_hi=0

6584984 o -wオプションを指定して busstat(1M)
コマンドを実行すると、M8000/M9000
サーバードメインがリブートされるこ
とがあります。

回避方法はありません。busstat -wコ
マンドを pcmu_pで実行しないでくださ
い。
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表 3–8 Oracle Solaris 10 5/08で修正された問題 (シート 1/5) (続き)

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6589546 o o prtdiagは、必ずしも次のカードのす
べての I/Oデバイスを表示しません:
■ SG-XPCIE2FC-EM4 (Sun StorageTek

Enterprise Class 4-Gigabit Dual-Port
Fiber Channel PCI-E HBA)

■ SG-XPCIE1FC-EM4 (Sun StorageTek
Enterprise Class 4-Gigabit Single-Port
Fiber Channel PCI-E HBA)

出力を完全にするには prtdiag -vを使
用してください。

6663570 o o 最小番号のCPUに関連するDR操作に
よって、ドメインでパニックが発生す
ることがあります。

最小のCPU IDを持つCPUをホストす
るシステムボードを、DRを使用して取
り外さないでください。最小のCPU ID
を持つCPUを識別するには、Oracle
Solarisの prtdiagコマンドを使用しま
す。

Oracle Solaris 10 8/07で修正された問題
表 3–9に、Oracle Solaris 10 8/07 OSで修正された問題を示します。これより前のリ
リースでは、これらが発生する可能性があります。

表 3–9 Oracle Solaris 10 8/07で修正された問題 (シート 1/3)

CR ID
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6303418 o シングルドメインで 11以上の全割り当てさ
れたシステムボードを備えるM9000
サーバーは、負荷が高い状況でハング
アップすることがあります。

CPUスレッドの数が 170を超えないように
してください。

Oracle Solaris psradmコマンドを使用して過
剰なCPUスレッドを無効にして、CPUス
レッドの数をCPUコアあたり 1つに制限し
てください。たとえば、奇数のCPUス
レッドをすべて無効にします。

6416224 o o 単一のNICカードの接続数が 5,000を超える
と、システムパフォーマンスが低下するこ
とがあります。

複数のNICカードを使用して、ネット
ワーク接続を分割してください。

6441349 o o I/Oエラーでシステムがハングアップするこ
とがあります。

回避方法はありません。
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表 3–9 Oracle Solaris 10 8/07で修正された問題 (シート 1/3) (続き)

CR ID
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6485555 o o 競合状態により、オンボードのギガビット
Ethernet NVRAMに障害が発生する場合があ
ります。この競合状態が発生する可能性
は、非常に低いものです。

回避方法はありません。

6496337 o o 修正不能なエラー (UE)パニックの発生
後、「cpumem-diagnosis」モジュールの
ロードが失敗することがあります。システ
ムは正しく機能しますが、このモジュール
を使用する FMAによって通常は自動診断さ
れるイベントが手動診断を要求します。

例:

SUNW-MSG-ID: FMD-8000-2K, TYPE:

Defect, VER: 1, SEVERITY: Minor

EVENT-TIME: Thu Feb 15 15:46:57 JST 2007
PLATFORM: SUNW,SPARC-Enterprise, CSN:
BE80601007,

HOSTNAME: col2-ffem7-d0

問題がすでに発生している場合:
1. cpumemdiagnosisファイルを削除しま
す。
# rm /var/fm/fmd/ckpt\

/cpumemdiagnosis/\ cpumem-diagnosis

2. fmd serviceを再起動します:
# svcadm restart fmd

この問題をあらかじめ回避するに
は、ファイル /lib/svc/method/svc-dumpadm

に次の行を追加します:

# savedev=none

rm -f

/var/fm/fmd/ckpt/cpumemdiagnosis

/cpumem-diagnosis

#

6495303 o o PCIe Dual-Port Ultra320 SCSIコントローラ
カード (SG-(X)PCIE2SCSIU320Z)を SPARC
Enterprise M4000/M5000サーバーの IOUス
ロット 1で使用すると、システムパニックが
発生することがあります。

このカードを IOUスロット 1で使用しない
でください。

6498283 o o ドメインで psradm操作の実行中に、DR
deleteboardコマンドを使用すると、システ
ムパニックが発生することがあります。

回避方法はありません。

6499304 o o 予期しないメッセージがコンソールに表示
され、修正可能なエラー (CE)が多数発生し
てもCPUはオフラインになりません。

例:

SUNW-MSG-ID: FMD-8000-11, TYPE: Defect,

VER: 1, SEVERITY: Minor EVENT-TIME: Fri

Feb 2 18:31:07 JST 2007, PLATFORM:

SPARC-Enterprise, CSN: BE80601035,

HOSTNAME: FF2-35-0

XSCFのCPUステータスを確認してくださ
い。
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表 3–9 Oracle Solaris 10 8/07で修正された問題 (シート 1/3) (続き)

CR ID
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6502204 o o CPU UEパニックの発生後のブート時に、予
期しないエラーメッセージがコンソールに
表示されることがあります。

例:

SUNW-MSG-ID: FMD-8000-11, TYPE: Defect,

VER: 1, SEVERITY: Minor EVENT-TIME: Tue

Jan 9 20:45:08 JST 2007 PLATFORM:

SUNW,SPARC-Enterprise, CSN: 2030636002,

HOSTNAME: P2-DC1- 16-d0

予期しないメッセージが表示された場合
は、showdomainstatus(8)コマンドを使用し
て、XSCFのシステムステータスを確認し
てください。

650275 o o 挿入または取り外されたホットプラグの PCI
カードが通知メッセージを出力しないこと
があります。

回避方法はありません。

6508432 o o PCIeの偽の修正可能なエラーが FMAエ
ラーログに多数記録されることがありま
す。

これらのエラーをマスクするには、次のエ
ントリを /etc/systemに追加し、システム
をリブートしてください:

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 0x2001

6508434 o PCIホットプラグを使用して、追加の PCI-X
カードを取り付けまたは交換すると、ドメ
インがパニックすることがあります。

PCIホットプラグを使用して、異なるタイ
プの PCI-Xカードを同じ PCIスロットに挿
入しないでください。

6510861 o o PCIe Dual-Port Ultra320 SCSIコントローラ
カード (SG-(X)PCIE2SCSIU320Z)を使用して
いるとき、PCIeの修正可能なエラーに
よってOracle Solarisのパニックが発生しま
す。

この問題を回避するには、次のエントリを
/etc/systemに追加してください:

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 0x31c1

6520990 o o ドメインがリブートしたとき、SCFが同じ物
理ボードを共有しているほかのドメインに
サービスを提供できないことがありま
す。DR操作がデフォルトのタイムアウト時
間を超え、パニックが発生する可能性があ
ります。

次の文を /etc/systemに設定してDRタイ
ムアウト時間を大きくし、システムをリ
ブートします:

set drmach:fmem_timeout = 30

6527781 o 2つのドメイン間でDVD/DATドライブを移
動中に、cfgadmコマンドが失敗します。

回避方法はありません。DVD/テープドラ
イブを再構成するには、問題が発生してい
るドメインから reboot -rを実行してくだ
さい。

6530178 o o DR addboardコマンドがハングアップするこ
とがあります。問題が検出されると、それ
以上のDR操作はブロックされます。回復に
はドメインのリブートが必要です。

回避方法はありません。
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表 3–9 Oracle Solaris 10 8/07で修正された問題 (シート 1/3) (続き)

CR ID
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6530288 o o cfgadm(1M)コマンドが Ap_Id形式を正しく
表示しないことがあります。

回避方法はありません。

6534471 o o 通常の操作中に、システムがパニックまた
はトラップすることがあります。

パッチが入手可能でない場合は、カーネル
の大きなページの sTLBプログラミングを
無効にしてください。/etc/systemファイ
ルで、heaplp_use_stlb変数を 0に変更し
てください:

set heaplp_use_stlb=0

6535564 o o DRによって追加されたXSBで、PCIス
ロット #0、#1、または PCIボックスに対す
る PCIホットプラグが失敗することがあり
ます。

XSBの PCIカードを追加または取り外す必
要がある場合は、PCIホットプラグの代わ
りにDRを使用してください。

6539084 o o ドメインに Sun Quad GbE UTP x8 PCIe
(X4447A-Z)カードが存在する場合、リ
ブート中にドメインのパニックがまれに発
生することがあります。

回避方法はありません。

6539909 o o boot net installコマンドを使用してOracle
Solaris OSをインストールしていると
き、ネットワークアクセスに次の I/Oカード
を使用しないでください:
■ X4447A-Z/X4447A-Z (PCIe Quad-port

Gigabit Ethernet Adapter UTP)
■ X1027A-Z/X1027A-Z (PCIe Dual 10-Gigabit

Ethernet Fiber XFP)

代替タイプのネットワークカードまたはオ
ンボードのネットワークデバイスを使用
し、ネットワーク経由でOracle Solaris OS
をインストールしてください。

6542632 o o ドライバ接続に失敗すると、PCIeモ
ジュールにメモリーリークが発生します。

回避方法はありません。

ソフトウェアドキュメントの更新
このセクションでは、ドキュメントの出版後に判明した最新情報、またはごく最近
に追加された最新情報について説明します。
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マニュアルページの更新

注 –一般的に、オンラインのマニュアルページは『SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバーXSCFリファレンスマニュアル』よりも
頻繁に更新されます。不一致がある場合は、マニュアルページの下部の最終更新日
付を確認してください。

表 3–10 マニュアルページの変更

マニュアルページ 変更

addcodactivation(8)、
setcod(8)、 showcod(8)、
showcodusage(8)

これらのマニュアルページでは、CODヘッドルーム機能について引
き続き説明していますが、この機能はサポートされなくなりまし
た。21ページの「Capacity on Demand (COD)」を参照してくださ
い。

setupfru(8) マニュアルページの次の説明がM4000/M5000サーバーにも適用され
ます: M8000/M9000サーバーでは 2つのCPUを搭載しているCMU
をQuad-XSBモードに構成できますが、CPUおよびメモリーが搭載
されていないXSBについては、サーバーで「configuration
error」メッセージが生成されます。

ソフトウェアマニュアルの更新

表 3–11 ソフトウェアマニュアルの変更

ドキュメントのタイトル 変更

『Sun SPARC Enterprise
M4000/M5000/M8000/M9000サーバキャパ
シティオンデマンド (COD)ユーザーズガ
イド』

このドキュメントには、XCP 1101ファームウェアにアップグレードする
前にヘッドルームを 0に設定する手順がまだ記載されていません。
21ページの「Capacity on Demand (COD)」を参照してください。

SPARC Enterprise Mx000サーバーの管理ガ
イド

SPARC Enterprise Mx000サーバーの管理ガイドは 2012年 6月に更新され
ました。

ソフトウェアドキュメントの更新
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ハードウェアに関する情報

ここでは、このXCPリリースに関連するM3000/M4000/M5000/M8000/M9000
サーバーハードウェアに関する問題について説明します。

重要な注意点、問題、および回避方法 -すべてのMシ
リーズサーバー

ハードウェアの互換性
最新のハードウェアの互換性の情報については、12ページの「ハード
ウェア、ファームウェア、およびソフトウェアの互換性」を参照してください。

WANブートサーバーからのブート
WANブートインストール方法を使用すると、HTTPを使用してワイドエリアネット
ワーク (WAN)経由でソフトウェアのブートとインストールを行うことができま
す。WANブートサーバーからM4000/M5000サーバーをブートできるようにするに
は、適切な実行可能ファイルwanbootをインストールし、OpenBootバージョン
4.24.10以降を使用して、必要なハードウェアがサポートされるようにする必要があ
ります。

WANブートサーバーの詳細については、使用しているOracle Solaris 10 OSの
バージョンに対応する『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』を参照してください。Oracle Solaris 10 OSのドキュメントはここにありま
す:

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/index.html
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実行可能ファイル wanbootをアップグレードしないと、サーバーでパニックが発生
し、次のようなメッセージが表示されます:

krtld: load_exec: fail to expand cpu/$CPU

krtld: error during initial load/link phase

panic - boot: exitto64 returned from client program

単一の J4200 JBODストレージアレイからの複数の
システムのブート
Sun Storage J4200 SAS JBODアレイは、6つの汎用 SASコネクタを備えています。FW
バージョン 3A32以降では、各コネクタを別々の SASイニシエータに接続できるた
め、最大 6台のシステムをアレイに接続できます。各システムは、アレイ上のそれ
ぞれ異なるディスクをブートデバイスとして使用できます。J4200のアレイは 12台の
ディスクを搭載しているため、各ブートデバイスをミラー化することで信頼性を向
上できます。J4200アレイを複数のゾーンに構成し、よりセキュアな環境を構築でき
ます。

詳細については、次の Sun StorageTek Common Array Managerのソフトウェアド
キュメントを参照してください:

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/disk-device-194280.html#hic

特に、次を参照してください:

■ 『Sun StorageTek Common Array Managerソフトウェアリリースノート 6.4.1』
■ 『Sun StorageTek Common Array Managerユーザーズガイドオープンシステム用』

USBメモリーを使用する場合の注意事項
dumpconfig(8)、restoreconfig(8)、または snapshot(8)コマンドの実行時にデータの格
納先としてUSBメモリーを指定する場合は、あらかじめ媒体としてUSBメモリーを
用意してください。

格納されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリーを使
用する場合は、データセキュリティーの観点から、データが格納されたUSBメモ
リーの管理に注意を払う必要があります。

現在販売されているすべてのUSBメモリーについて、XSCFとの正常な動作および接
続性を保証しているわけではありません。使用しているUSBメモリーによって
は、XSCFファームウェアエラーやリセットなどの問題が発生する場合がありま
す。そのような場合は、ただちにUSBメモリーの使用を中止してください。

USBメモリーをXSCFのUSBポートに接続する場合は、USBポートに直接USBメモ
リーを接続してください。USBハブやUSB拡張を通じて接続すると、エラーが発生
することがあります。

重要な注意点、問題、および回避方法 -すべてのMシリーズサーバー
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ハードウェアの機能の問題と制限事項
外部電源制御装置の外部電源制御インタフェースを使用するとき、次の通知信号は
サポートされていません:

■ OSパニックまたはサーバーハードウェア異常信号 (*CPUN/RTNU)
■ サーバーハードウェア異常信号 (電源異常、温度異常、ファン異常) (*ALARM)

ドメインでサポートされるカードの数など、I/Oオプションおよびストレージについ
ては、次のOracle Cross Platform IO Supportページを参照してください:

https://wikis.oracle.com/display/SystemsComm/Cross+Platform+IO+Support

重要な注意点、問題、および回避方法 - M3000
サーバーのみ

Emulex PCI Express (PCIe)カードのパッチ
次の Emulexカードは、パッチ 120222-27で提供されるドライバが必要です:

■ XSEFC402AF (Sun StorageTek Enterprise Class 4-Gigabit Dual-Port Fiber Channel PCIe
HBA)

■ XSEFC401AF (Sun StorageTek Enterprise Class 4-Gigabit Single-Port Fiber Channel PCIe
HBA)

ハードウェアの機能の問題と制限事項
このセクションでは、このリリースの既知の問題について説明します。

■ 分電盤のメインラインスイッチまたは回路遮断器によってシステムの電源を再投
入する場合、電源を切断したあとに少なくとも 30秒待ってから、電源を投入して
ください。

■ B型プラグを持つサーバーでは、サーバー外に 15Aの過電流保護装置があること
を確認してください。これがない場合は、ノーヒューズブレーカ (NFB)や
ヒューズなどを使用して、15Aの過電流保護を行なってください。B型プラグと
は、平行 2極接地極付プラグ以外のNEMA L6-30、L6-20、L6-15、L5-15などを指
します。

■ 複数の SASターゲットを含む SASデバイスのオンボードの外部 SASインタ
フェースへの接続はサポートされていません。代わりに、Sun StorageTek Host Bus
Adaptor (SG-XPCIE8SAS-E-Z)を使用してください。

重要な注意点、問題、および回避方法 - M3000サーバーのみ
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重要な注意点、問題、および回避方法 - M4000/M5000お
よびM8000/M9000サーバーのみ

M9000サーバーACセクションの警告ラベル
ACセクションの警告ラベルに、端末接続シーケンスが変更されたことが示されてい
ます。警告ラベルに記載された端末シーケンスに従って接続してください。

RAID対応 IOUA
M8000/M9000サーバーは、一定の条件下でRAIDをサポートできるようになりまし
た。詳細は、15ページの「M8000/M9000サーバーのRAID対応 IOUAカードのXCP
サポート」を参照してください。

重要な注意点、問題、および回避方法 - M4000/M5000およびM8000/M9000サーバーのみ
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M8000/M9000サーバーのRAID情報は、『SPARC Enterprise M8000/M9000サーバ
サービスマニュアル』および『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000
サーバアドミニストレーションガイド』の 2012年 6月版に追加されています。

DVDドライブと cfgadm

Oracle Solaris cfgadm(1M)コマンドでは、SPARC Enterprise M8000/M9000サーバー上の
ドメインからDVDドライブの構成を解除できない場合があります。cfgadm(1M)コマ
ンドでDVDドライブの構成を解除する前に、ボリューム管理デーモン (vold)を無効
にします。voldを無効にするには、コマンド /etc/init.d/volmgt stopを実行して
デーモンを停止します。デバイスの取り外しまたは挿入後に、コマンド
/etc/init.d/volmgt startを実行してデーモンを再起動します。

F20 PCIeカード
このリリースでは、M4000/M5000およびM8000/M9000サーバーで Sun Flash
Accelerator F20 PCIeカードをサポートします。これらのカードは、M3000サーバーで
はサポートされません。

M4000/M5000サーバーでは、F20カードをスロット 1および 3のみに構成します。こ
の制限事項は、M8000/M9000サーバーには適用されません。

詳細は、F20のドキュメントを参照してください:

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/index.html

注 – PCIボックスでは F20カードをサポートしません。

Sun Crypto Accelerator 6000カード
Sun Crypto Accelerator (SCA) 6000カードドライバの適切なバージョンを使用していな
い場合、SCA 6000カードでホットプラグ操作を行うと、SPARC Enterprise
M8000/M9000サーバーでパニックまたはハングアップが発生するおそれがありま
す。SCA6000ドライバおよびファームウェアのバージョン 1.1の場合、必要なブート
ストラップファームウェアのアップグレードを行うと、ホットプラグ操作が可能に
なります。SCA6000ドライバのバージョン 1.0は、ホットプラグをサポートしていな
いため、使用しないようにしてください。

重要な注意点、問題、および回避方法 - M4000/M5000およびM8000/M9000サーバーのみ
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U320 PCIe SCSIカード
U320 PCIe SCSIカード (部品番号 375-3357-01/02)は、Sun SPARC Enterprise
M8000/M9000サーバーの PCIカセットではサポートされていません。部品番号
375-3357-03以降を使用する必要があります。

QLogic PCIeカードのパッチ
次のQLogicカードは、パッチ 125166-10で提供されるドライバが必要です:

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fiber Channel PCIe HBA (部品番号
SG-XPCIE2FC-QF4)

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Single-Port Fiber Channel PCIe HBA (部品番号
SG-XPCIE1FC-QF4)

Emulex PCI Express (PCIe)カードのパッチ
次の Emulexカードは、パッチ 120222-27で提供されるドライバが必要です:

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4-Gigabit Dual-Port Fiber Channel PCIe HBA (部品番号
SG-XPCIE2FC-EM4)

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4-Gigabit Single-Port Fiber Channel PCIe HBA (部品番号
SG-XPCIE1FC-EM4)

ハードウェアの機能の問題と制限事項
このセクションでは、このリリースの既知の問題について説明します。

■ PCIボックスを使用してホストサーバーを外部ブートディスクドライブに接続す
ることは、サポートされていません

■ CD-RW/DVD-RWドライブユニットとテープドライブユニットは、同時に使用し
ないでください。

■ 電源ケーブルは、二系統電源フィードオプションなしの一系統電源フィード
サーバーでは、冗長化されていません。すべての電源ケーブルは常時接続さ
れ、電源投入されている必要があります。

■ 活性交換のために addfru(8)コマンドまたは replacefru(8)コマンドを使用する
と、M8000/M9000サーバー上でDR操作が失敗する場合があります (DRで使用で
きないボードに関する誤ったメッセージが表示されます)。保守メニューで診断テ
ストを実行せずに活性交換を行うと、この問題が発生します。この問題を回避す
るには、addfru(8)コマンドまたは replacefru(8)コマンドの保守メニューで診断

重要な注意点、問題、および回避方法 - M4000/M5000およびM8000/M9000サーバーのみ
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を実行してください。回復には、testsb(8)コマンドを実行するか、deletefru(8)
コマンドでCPU/メモリーボードユニットを削除してから addfru(8)コマンドを再
実行してください。

■ テープドライブユニットのオプションについては、ご購入先にお問い合わせくだ
さい。

■ M4000/M5000サーバーは、停止交換で使用します。CPUモジュール (CPUM)、メ
モリーボード (MEMB)、I/Oユニット (IOU)、またはXSCFユニットのホットス
ワップはサポートされていません。

M3000サーバーのハードウェアドキュメントの更新
M3000サーバーハードウェアのドキュメントは 2012年 3月に更新されました。

このセクションでは、ドキュメントセットの出版後に判明したハードウェアに関す
る最新情報について説明し、次の変更がM3000サーバーハードウェアのドキュメン
トに加えられます。

表 4–1 ハードウェアドキュメントの更新

タイトル ページ番号 更新

『SPARC Enterprise M3000
サーバーサービスマニュア
ル』

B-1 表 B-1「FRUリスト」に、「修理センターで故障返品を診断して
修理できなくなるため、MEMRやDDCなどの FRU以外のコン
ポーネントを取り外したり、取り替えたりしないでくださ
い」という脚注を追加する必要があります。

M4000/M5000サーバーのハードウェアドキュメントの更
新

このセクションでは、ドキュメントセットの出版後に判明したハードウェアに関す
る最新情報について説明し、次の変更がM4000/M5000サーバーハードウェアのド
キュメントに加えられます。。

表 4–2 ハードウェアドキュメントの更新

タイトル ページ番号 更新

『SPARC Enterprise
M4000/M5000サーバインス
トレーションガイド』

2-8 「2.2.2ケーブル接続」の注意事項の「B型プラグ」を「ロック機
能搭載プラグ」に置き換えるようにしてください。

M4000/M5000サーバーのハードウェアドキュメントの更新
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表 4–2 ハードウェアドキュメントの更新 (続き)
タイトル ページ番号 更新

『SPARC Enterprise
M4000/M5000サーバサービ
スマニュアル』

B-2 表 B-1のCPUモジュールの説明に、「eXtended System Board
(XSB)ごとに少なくとも 1個のCPUモジュール (CPUM)が必要で
す」を追加します。XSBには、CPU、メモリー、およびオプ
ションの I/Oが含まれます。XSBは、Uni-XSBモードまたは
Quad-XSBモードの 2つの論理構成のいずれかに設定できま
す。Uni-XSBモードでは、M4000サーバーは構成可能な 1つの
XSBを持ち、M5000サーバーは個別の構成可能な 2つのXSBを持
ちます。システム構成のルールの詳細は、『SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

M8000/M9000サーバーのハードウェアドキュメントの更
新

M8000/M9000サーバーハードウェアのドキュメントは 2012年 10月に更新されまし
た。

このセクションでは、M8000/M9000サーバーハードウェアのドキュメントの出版後
に判明したハードウェアに関する最新情報について説明します。

表 4–3 ハードウェアドキュメントの更新

タイトル ページ番号 更新

『SPARC Enterprise
M8000/M9000サーバー製品
概要』

1-6 セクション「1.1製品概要」の「ハードウェアRAID機能」のト
ピックに、次が追加されます:

IOUオンボードデバイスカード (IOUA)に接続されている 2台の
ハードディスクを単一の論理ボリュームとして構築できま
す。構築された論理ボリュームのミラー化構成により、データ
の冗長性を確保し、システムの耐障害性の向上を達成できま
す。

注 -ハードウェアRAIDは、RAID対応オンボードデバイス
カード (IOUA)が取り付けられたM8000/M9000サーバーでのみサ
ポートされます。RAID対応 IOUAでは、該当するOracle Solaris
OSパッチを適用したXSCFファームウェアが最低限必要で
す。この情報については、最新のプロダクトノートを参照して
ください。

注 -オンボードデバイスカードがRAID対応の場合
は、showhardconf(8)コマンドでタイプ 2が出力に表示されま
す。

M8000/M9000サーバーのハードウェアドキュメントの更新
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表 4–3 ハードウェアドキュメントの更新 (続き)
タイトル ページ番号 更新

『SPARC Enterprise
M8000/M9000サーバ設置計
画マニュアル』

3-22 図 3-9、端末接続シーケンスの変更を示すために、M9000
サーバーACセクションに警告ラベルが貼付されました。

『SPARC Enterprise
M8000/M9000サーバインス
トレーションガイド』

3-32 図 3-28、端末接続シーケンスの変更を示すために、M9000
サーバーACセクションに警告ラベルが貼付されました。

『SPARC Enterprise
M8000/M9000サーバサービ
スマニュアル』

18-10 手順 10、M9000サーバーACセクションに貼付された警告ラベル
についての追加手順が追加されました。

M8000/M9000サーバーのハードウェアドキュメントの更新
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